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1. はじめに（摂南大学創設期）
1975 年秋、指導教授の加瀬茂男先生から「大阪工大が工業高専を母体に、2 番目の大学と
して摂南大学を設立した。経営工学科も新設されたので、大阪府大から若手教員を採用したい
という連絡があったので応募してみないか。」という話を聞かされました。当時、私は大阪府
大大学院工学研究科博士後期課程経営工学専攻の大学院生（D3）で、そろそろ進路を決めな
いといけない時期でした。研究面では時系列予測に関して日本経営工学会誌に 4 本の論文が掲
載されていましたが、博士の学位論文としてはあと一歩というところでした。当時は大学の新
設などほぼなかった時期でありがたい話だったのですが、実のところ、ご自身も就職では苦労
された経験をお持ちの加瀬先生はこの話にはあまり乗り気ではなく、新設の小規模大学だから
教育面、研究面で大変苦労するに違いない、と考えられていたようです。とはいえ、辰巳忠次
先生（大阪府大名誉教授）が摂南大学の経営工学科長をされており、橋本文雄先生（経営工学
科教授）のとは旧知の関係であり、橋本先生が私を推薦されるのだから大丈夫と思うので応募
してみては、ということになりました。橋本先生には私の学位論文の副査をしていただき、ま
た後には共立出版から発行された著書を共同執筆させていただくなど、永年にわたってご指導
いただきました。
その年の暮れ近く、今は取り壊されて更地になっていますが、キャンパス北側にあった旧
2 号館 4 階の実験室に辰巳忠次先生と羽石寛寿先生を訪ねました。そこで、自己紹介をする前
に、「まずは一杯」とおいしい日本酒を勧められたことを今でもよく覚えています。後で聞くと、
これが採用面接だったようです。もちろん、私は学科設立時メンバーではなく、追加採用の枠
で就職できたわけで、まさに幸運だったと思います。
採用の手続きも済み、私は 1976 年 4 月から経営工学科助手として勤務することになりまし
た。最初の仕事は改装されたばかりの研究室や実験室に机や椅子を運び込むことでした。エレ
ベータがないので、4 階までの運搬は結構大変だったことを覚えています。また、経営工学科
出身の教員は私と羽石先生だけでしたので、先生に指導していただきながら、2 人で実験・演
習のカリキュラムの作成や、機材の購入や設置を担当しました。最初の経営工学科の学生が卒
業する 1979 年 3 月まで、教育の基礎固めに没頭する毎日でした。最初の学生が 4 年生になっ
た春、当時の就職は自由応募ではなく学校推薦が主流だったため、なんとか求人票を送っても
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らえるよう、大阪工大の学生の採用実績のある企業を対象に、私のような若手も含め全教員が
手分けして会社訪問をしました。その際、多くの企業の人事採用担当者にお会いして、大阪工
大の信用や実績の重みを改めて実感しました。そんな状況でしたので、研究面は当面、後回し
にせざるを得ませんでした。
ところで、新設の摂南大学の評価は加瀬先生の予想通り、芳しいものではありませんでした。
就職してしばらくは寝屋川市に住んだのですが、市民に配布される市議会便りに、与党の有力
議員が摂南大学のことを非難する発言が掲載されていました。また、仲間うちであるはずの大
阪工大教職員組合の代議員からも、摂南大学を設立したことを非難する発言が何度もなされて
いて、当時はいささか肩身の狭い思いをしたことを覚えています。摂南大学と大阪工大の教員
相互では未だに良好な関係を構築できていないことは残念でなりません。
2. 摂南大学の発展・充実
1 期生が卒業してから、近隣の高校での摂南大学の評価が高くなりました。ほとんどの学生
が就職できたことが大きく影響していると思います。その結果、文系学部の国際言語文化学部
と経営情報学部が 1982 年に増設され、名実ともに総合大学としての形が整ってきました。
一方、それまで同僚だった羽石先生が新設学部に移籍され、経営工学科を離れられました。
当面、経営工学科の人事管理などの科目は担当していただきましたが、いったんは別々の道を
進むことになりました。
ところで、教育・研究設備はその頃から急速に充実してきました。経営工学科は工学部の他
学科よりも情報教育の必要性が高かったので、学科教員が中心になって汎用コンピュータの富
士通 FACOM 230-28S が 1980 年に導入されました。学科の若手教員が FORTRAN や COBOL
でのプログラミング教育を担当し、その結果、多く学生が情報系の職種に就くようになりまし
た。　
私はこの間に「需要予測モデル」に関する研究で学位も取得しましたので、統計学や IE（イ
ンダストリアルエンジニアリング）の授業の担当に加えて、移籍された羽石先生の後を受けて
文化会系の学生団体である経営工学研究部のメンバーを対象に、学外の工場で IE 系の調査実
習を指導しました。夏休みに工場の社員寮などに泊まり込みで約 1 週間にわたり調査を行い、
最後に工場の幹部の前で発表する、という PBL 教育そのものでした。調査がうまくいかない
年もありましたが、ときにはプレゼンを聞いた社員が手をたたいて感心するような報告や提案
をすることもありました。この実習では（株）ダイケンの兵庫工場と岡山工場の皆様には永年
にわたり大変お世話になりました。私は学生時代に IE 系の企業調査実習を行ったことがあり
ますが、IE が主たる研究分野というわけでもなかったので、羽石先生や小菅敏孝先生（経営
工学科教授、元・三菱重工高砂製作所所長）にご指導いただき、実績を積み重ねていきました。
とくに小菅先生には三菱重工、三菱自動車、トヨタ自動車などの工場見学をお世話いただき、
貴重な経験をさせていただきました。
そのような状況の中で、研究室の設備としてミニコンピュータを中心とする画像解析シス
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テムを補助金も含めて 1,500 万円かけて導入し、IE 技法の対象となる作業の状況を画像解析す
ることに取り組んだのですが、1 枚の画像で人間が 1 人か 2 人かを判断するだけで一晩かかる
有様で、実用どころか研究段階でも困難ということを痛感させられました。今の技術であれば
デジカメやスマホでもできることが、当時のコンピュータでは無理だったわけで、時代が早す
ぎたと悔やまれます。
それでもミニコンピュータを導入してUNIX系のソフトに習熟しましたので、大村勝先生（機
械工学科助教授）が主導された工学部用の CAD/CAM システムの導入にあたっては、コン
ピュータやワークステーションのシステム設計や運用を担当しました。また、その後に取り組
んだ CAD/CAE システムの導入にあたっても、ワークステーションやネットワークの知識や
経験を生かして文部省向けの 3 億円規模の補助金申請書類の作成を私が中心になって担当し、
その後のインターネットの導入などにも経験が生かされました。あの 1,500 万円は決して無駄
にはなっていないと思います。
やがて教授に昇進し、経営工学科長を務めた後、福田市朗先生の跡を継いで 2003 年から 2
代目の全学 FD 委員会の委員長を引き受けました。導入の初期ですから、教育改善の技法では
なく、まずは本学の教育目的や理念を確認することから手がけました。当時、摂南大学の教育
理念は「智・徳・体」でしたが、これでは抽象的すぎるので、大阪工大を含めた法人全体の教
育理念を掘り起こす作業から始めました。その結果、教育理念としての「知的専門職業人の育
成」が確立され、それに向けた教育改革がスタートしたと言えましょう。
その後 2008 年から、地域連携センター長の羽石先生の要請で、副センターを努めました。
周辺自治体への出前講義を充実させたほか、寝屋川市の友好都市である和歌山県すさみ町との
包括連携が成立し、その後の PBL でのユニークな展開につながるきっかけになりました。さ
らに、摂南大学の教員が周辺自治体に協力するだけでなく、地元自治体や企業・団体の方々に
摂南大学の授業を担当してもらう教養特別講義「北河内学」（現・地域副専攻科目「北河内を
知る」）の開設に力を尽くしました。私が講義の担当候補者を訪問し、直接会ってお願いし、
快く引き受けていただきました。地域における摂南大学の評価が高まってきたことがわかる事
業でした。
学部教育の面では、350 人の学生の卒業研究を指導したほか、修士課程では日本の学生に加
えて、インドネシア、中国、メキシコなどの海外出身の学生を指導しました。
3. まさかの経営工学科募集停止
2010 年 4 月から、の所属していた工学部マネジメントシステム工学科（旧・経営工学科）
ははからずも学生募集を停止することになりました。卒業後の就職状況は相変わらず好調で、
JABEE（技術者教育認定機構）の認証を受けるべく準備も進めていたのですが、受験生のレ
ベルの低下はなんともしがたく、あきらめざるを得ませんでした。これには大阪府大を皮切り
に関西地区の諸大学の経営工学科が次々と募集停止をしていることも大きく影響していたよう
です。その結果、学科の教員は別の学科に移籍して元の学科の教育を兼担することになりまし
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た。工学部内に移籍した教員が多かったのですが、私は生産管理、OR、統計学などを担当し
ていたので、同じ内容の科目があることや、これまでにも経営学部の科目を学内兼担した経験
があることなどから、経営学部に転籍することになりました。羽石先生とは 28 年ぶりに同じ
職場になりました。そして 2012 年から 4 年間、経営学部経営情報学科長を務め、学部長の羽
石先生を支えてきました。改めてご縁の深さを感じざるを得ません。学科長としては自分のカ
ラーを押し出すのではなく、世間が摂南大学経営学部に求めていることが実現できるよう、地
道な解決策を推進してきたつもりです。マネジメントシステム工学科は 2015 年 3 月、正規よ
り 2 年遅れで最後の学生が卒業し、40 年にわたり 3,500 人を超える学生を育ててきた歴史に幕
を閉じました。しかし、社会では学科の卒業生の活躍はまだまだ続きます。教育を担当してき
たものの責任として、今後も彼ら彼女らを見守っていくつもりです。
4. 研究を振り返って
最初の卒業生が誕生して後、少し精神的・時間的に余裕が出てきましたので、大阪府立大
学大学院時代からのテーマである時系列予測に関する研究を再開しました。日本経営工学会誌
に以前の 4 編に加えてさらに 4 編の論文が掲載された後、それらをまとめたもので 1984 年に「需
要予測モデルの同定とパラメータ推定に関する研究」で大阪府立大学から工学博士の学位を取
得することができました。
時系列予測の研究では、実際の企業や団体のデータを扱っていましたので興味深かったの
ですが、研究設備が整ってきたこともあり、ビデオ IE に関する調査や実験を手がけるように
なりました。また、トヨタ自動車が独自の生産方式のノウハウを研究者に公開し始めた頃でも
あり、そちらの方に関心が移ったという次第です。生産管理に関しては、それなりに知識も得
られ、多くの研究者や企業の技術者を知ることもできたのですが、ビデオ IE に関しては結局、
研究業績を上げることはできませんでした。一方でその頃から、村山乾一先生（追手門学院大
学経営学部教授）が主宰されている「ゲーム研究会」に参加するようになり、ビジネスゲーム
に関する研究や教育実践も始めました。コンピュータの利用環境が整ってきたことも幸いし、
汎用小規模型のビジネスゲームを実施し、また学生と共同で新規ゲームの開発などにも取り組
むようになりました。しかし、実施事例は蓄積されるものの、当時は研究論文としてはたいし
た実績は残せませんでした。もっとも、このような実践は現在まで続き、その蓄積されたデー
タを活用したゲームによる教育の評価について、今も研究を続け、学会で報告しています。
大学院生時代からの研究テーマを変更したこともあり、ある意味では研究の「壁」に突き
当たっている私をそばで見ておられた大矢根守哉先生（経営工学科教授、京都大学名誉教授）
が、私が統計解析や情報技術に堪能であることから、小坂田宏造先生（大阪大学基礎工学部機
械工学科教授）のグループが機械加工や塑性加工の工程設計を自動化する研究を行っているの
で、それをエキスパートシステムとして展開すべく共同研究してはどうか、と助言していただ
きました。そこで、週 1 回ほどのペースで大阪大学に出向き、研究室の院生諸君と共同研究を
行うことになり、ドリル加工の論文が 1 編できあがった頃、山本義明先生（機械工学科教授）
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から声をかけられました。私たちのドリルによる穴あけ加工の工程設計エキスパートシステム
の論文を見て、山本先生が小川恒一先生（大阪府立大学総合科学部教授）のグループと共同で
研究している摩擦圧接工程の自動設計エキスパートシステムの構築に協力してほしいというこ
とでした。こちらは、インドネシアからの留学生であるスヨト・ライス君を大学院修士課程で
指導することになったことでもあり、実験は大阪府大が実施し、こちらはそのデータを解析し
て、システム構築のソフト開発を担当する形で共同研究をスタートさせました。研究は順調に
進み、スヨト君が修士課程在学中に日本機械学会論文誌に 2 報が掲載されるという立派な成果
が得られました。この業績もあって、私は教授に昇進することができました。なお、スヨト君
はその後、大阪府立大学大学院工学研究科機械工学専攻に進学して博士の学位を取得し、（株）
デンソーで研究員を務めた後、インドネシアに帰国して企業の経営者として活躍しています。
5. 社会貢献の足跡
大学教員は社会貢献を求められていることが、他の学校教員と大きく異なります。私は大
学院生の時期から、企業や業界団体と共同の委託研究に関わっていたこともあり、また加瀬先
生や大阪府大で直接指導をしていただいた森健一先生（後に関西大学工学部教授）の行動を見
習って、摂南大学に就職後も学会の仕事や企業・団体との連携・協力をできるだけ引き受ける
ようにしてきました。
まず、院生時代から会員であり、多くの論文が掲載されている（公社）日本経営工学会に
ついては、早期から学生助成委員会のメンバーとして学部学生や修士の院生の学生卒論発表会
を開催してきたほか、評議員を努めました。また、2003 年には秋季全国大会を実行委員長と
して摂南大学で開催したほか、1997 年に大阪工大で開催された ICPR（経営工学国際会議）で
は会場担当責任者として、多くの院生諸君を指揮してその運営に貢献しました。
次に、工業経営研究学会では第 5 期、第 9 期の併せて 6 年間、学会理事兼事務局長を努め
ました。その間、第 10 回全国大会の運営を補助し、第 16 回の全国大会では実行委員長を務め
ました。また、学会誌の刊行体制の改善に努力し、年 2 回発行の道筋をつけました。発表の機
会が増えることで若手研究者の論文投稿が増えることが期待されますので、いい仕事ができた
と思います。
そして、（NPO）日本シミュレーション＆ゲーミング学会での活動も数多くあります。学会
理事を長らく努めているほか、学会誌編集委員長や表彰委員長も担当しました。また、村山先
生の跡を継いでビジネスゲーム研究部会の代表を努め、ビジネスゲーム特集の学会誌を責任編
集したこともあり、それらをふまえての結果でしょうか、2015 年 12 月には学会賞をいただき
ました。私にとっては唯一の学会表彰であり、大変ありがたく思っています。
そのほかには、（財）大阪科学技術センターや大阪府の各種委託事業に参画し、また大阪府
の高等技術研修所の講師なども担当しましたが、予算削減のあおりで、今では 1 件もありませ
ん。一方、（公財）科学技術融合振興財団の評議員としてビジネスゲーム研究の普及をお手伝
いしているほか、（NPO）アントレプレナーシップ開発センターの理事として、小学生から大
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学生までのアントレ（起業家）教育などでも活動しています。もちろん、交野市をはじめとす
る地域連携にも PBL なども含めてかかわってきました。
6. おわりに
「人間（じんかん）到る処に青山あり」という言葉が私の座右の銘です。これは KJ 法の創
始者である川喜田二郎先生の指導を受けて野外科学の普及活動に取り組んでいた大学院生の頃
に、先生から教えられた言葉です。改めて自分の人生を振り返って見ると、摂南大学に採用さ
れることが決まっても、「良かったね」と言ってくれる方は少数で、「そんなところでは心配だ
ね」と否定的な言葉を多くもらったように思います。それから 41 年、摂南大学は地域社会や
産業界でそれなりの評価を受けるようになりました。改めて、摂南大学の教員になって良かっ
たと思います。もちろん、私自身も大学での教育・研究や運営に努力し、多くの成果・貢献を
なしえたと考えていますが、それには多くの先輩や後輩の教員、法人本部を含めた事務職員の
皆様、さらには地元の企業や自治体、諸団体の皆様、そして私の授業を受講された工学部経営
工学科、マネジメントシステム工学科、経営学部経営学科、経営情報学科の多くの学生諸君か
ら支援をいただいて実現したと思います。紙面をお借りして改めて皆様に感謝の意を表する次
第です。
諸事情で、学内では自分の教育・研究分野を継承してもらえる後進の研究者を直接育成す
ることはできませんでしたが、学内外にはビジネスゲーム、生産管理、時系列予測、アントレ
プレナーシップ教育など、自分が手がけてきた分野の教育・研究を受け継いでくれる方々が幸
いにもおられますので、安心して今後の活躍を見守っていきたいと思います。
さらなる少子化時代を控えて、これからの大学運営には種々の困難が増えてくることは避
けられません。しかし、短期的な成果を追わず、長期的な視点で地道に努力していけば、かな
らず世間の評価は高まると、41 年の経験から私は確信しています。
最後に、このような報告の機会を与えていただいた経営学部長の高尾裕二先生をはじめと
する経営学部の諸先生、そして 41 年の教員生活を支えてきてくれた両親や妻・喜美枝、長男・
敏浩に感謝し、この拙文を終えることとします。
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